
                                                                                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                 

                                                                                                                                                               

  第二回目の美化活動を行います。今回も各サイトで日程等を調整して行います｡                                  

   活動場所は､一回目と同じところです｡ 一回目の反省で､ごみが少なく､回収できない 

人がいたとの情報で､範囲を広げることにしました｡本社工場は､近隣の公園､神社近辺 

Nサイトは､青柳夜雨の碑から万代橋たもとの隧道付近､組立工場は､那珂川につながる 

遊歩道付近を追加します｡どちらの場所も､雑草が生い茂り回収が難しいと思います｡ 

絶対に無理をしないで､奥まで入らないでください｡車にも充分注意して作業をして 

ください｡事故に巻き込まれ､ケガをしてしまうことが怖いのです｡安全第一でお願いします｡ 

黄色いトング大作戦 

今回の活動から､皆さんに”黄色いトング”を使い､ごみの回収にあたっていただきます｡ 

  トングを黄色く染める意味は､ボランティアで清掃活動を行っている象徴にしたいとの､ある 

 大学生の発案によるものです｡私たちの美化活動も開始から10年が経過して､近隣の人から 

注目が集まるようになってきました｡できれば､水戸市内で行われている､様々な美化活動に 

参加者が増えるように､一つのモチーフとなればと考えています｡美化活動の参加者から､良く 

聞く 言葉で､｢拾ってもすぐに捨てる人がいる｣本当にそうです｡でも､私たちは拾う立場であって 

絶対に捨てる立場にはならないといった強い信念で､これからも誇りを持って活動を続けましょう｡          

 水戸市環境フェアに参加しました                                                                                                      

    8月19日(土)新装なった水戸市民会館を会場に､水戸市環境フェア2023が開催され      

    当社も参加しました｡ 当社は15年前初参加の時から｢もったいない｣をテーマとして参画    

       し続けています｡不用品などを活用したワークショップ､当社では不要になった工具類を､ 

      家庭用で使えるものだけ分別し､一般の方に提供しています｡今回も､同じような姿勢で 

      臨み､来場者に｢もったいない｣を訴えました｡今回は､今までの千波公園に比べ､人出が  

      少ないと想定していましたが､予想外に多く､ 用意した景品を含め､午前中にすべて売り   

      切れてしまいました｡市民の環境に対する意識が向上することを願って､これからも参加し続けていきたいと考えています｡ 

      環境コラム ｢社会貢献｣                

      環境目標を説明する時､良く質問されることですが､｢ペットボトルのキャップを集めることが､  
     何故､環境に関係があるのか｡｣確かにキャップを集めても環境に大きな影響があるとは思えません｡  

    このキャップは､プラスチックの原料としてメーカーが引き取り､その代金を『世界の 子どもにワクチンを  

     日本委員会』に寄付する仕組みになっていることは､以前からお伝へしている通りです｡小さな努力が 

     遠くの国の子どもたちを救う､力になっています｡このように社会の様々な問題を､市民レベルで解決 

     できないか模索して行く努力こそ､社会貢献と言えます｡美化活動も環境フェアに参加して､来場者に 

    ｢もったいない｣といい続けることも､環境保全のために活動している団体を支援することも､すべて  

                                                                    地域の問題をするためのものです｡この世界が､環境を維持するための仕組みと考えてください｡             

最高責任者のコメント  ｢地球環境の悪化を懸念｣    

 ウクライナ紛争も予想以上に長期化､先が見えない状況だ｡自分達には関係ないと 

思っている人がいるかも知れない｡地球温暖化､気候変動の緩和など言われて久しいが 

戦争ほど地球に害をなすものはない｡早期の紛争解決と､地球環境がこれ以上悪化しない 

よう､世界的な枠組みで環境問題が議論されることを願っている｡ 

   ２０２３年度環境目標達成状況         

今月も電気使用量が､ 

達成できませんでした。 

節電にご協力ください。 

 

 


